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研究成果の概要（和文）：　日本の音楽教育ではoutsideから音楽を学ぶ方法が長らく取られて音楽以外のイメ
ージや情景等が強調され，音楽そのものへのアプローチがおろそかになってきた。本研究はそれに対してInside
からのアプローチの意味を問うものである。
　日本音楽教育学会大会におけるシンポジウムではクラシック，日本伝統音楽，現代音楽の専門家を招聘して議
論し，それぞれの分野におけるInsideとoutsideの関係を問い，結果的にはoutsideとはinsideへの回り道にすぎ
ないとの結論に達した。また坪能は第3の道，Common-sideという考え方を，音楽理解や音楽づくりのための今後
の教材化への指針として提唱した。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research is to clarify the meaning of the approach to 
music from inside, namely music itself, because in Japanese music education, many studies have been 
conducted on the approaches from outside of music, namely from extra-music imagery. As a result, 
music classes tend to be filled not with music, but with words and extra-music imagery.
 At the Japan Music Education Society conferences (2014-2016), the representatives of this research 
project as well as guests who specialized in the fields of European classical music, Japanese 
traditional music―especially Kabuki, and contemporary music discussed these opposing approaches and
 concluded that even if we enter into the music from the outside, we recur to music itself sooner or
 later. Tsubonou also proposed a 3rd way named "Common-side," which consists of new clues that lead 
to the understanding and composing of music.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究のテーマは「鑑賞と音楽づくりを通し
た音楽理解の再構築」であるが，具体的には音
楽理解のために Inside（音楽の内側から音楽そ
のものにアプローチする方法）と Outside（音
楽以外のものを手がかりとして音楽にアプロ
ーチする方法）の２つを対比させて，研究にあ
たっての切り口とした。 
 日本の音楽教育では長い間「表題」をもとに
した鑑賞や音楽づくりの活動，すなわち
Outside からのアプローチが数多く行われてき
た。このような音楽の接し方に慣れてしまうと，
たとえば鑑賞の場合，表題を持たない音楽を聴
いた場合にも「音楽以外のもの」（Extra 
musical image）を思い浮かべる聴き方が助長
される。学校での鑑賞の授業といえば曲を聴い
て感想文を書く，それも曲の流れに合わせてイ
メージや物語を綴っていく，といった活動とな
りがちであった。 
 「音楽づくり」（児童自らが音楽をつくる活
動，学習指導要領には小学校では「音楽づくり」，
中学校・高等学校では「創作」と記されている。
以下「音楽づくり」と表記）でもこの傾向は強
く，1989 年の学習指導要領に導入された当初,
音楽以外のイメージや物語をもとにした活動
が圧倒的に多かったのは，雑誌「教育音楽」等
の当時の指導事例等を見ても一目瞭然である。
一時期，音楽づくりとは，物語や事物のイメー
ジに合わせて音をつける活動，ととらえられて
いたふしさえある。 
 一方，「アウトリーチ」や「コミュニティ・
ミュージック」として世界各国に広まり，日本
でも多くの芸術団体が行っている「教育プログ
ラム」は，オーケストラなどの演奏団体や演奏
家たちが，主にクラシック音楽を分かり易いも
のにするために開発してきたものであるが，こ
こでも日本のプロの音楽家による教育プログ
ラムは，Outside すなわち，音楽の外側にある
物語や様子などから始まることが圧倒的に多
い。音楽以外のものを手がかりにすることが，
アマチュアや子どもたちにとって分かり易さ
につながると信じられているのであろう。こう
した傾向の中で，すでに学習指導要領にも〔共
通事項〕として位置づけられている Inside，す
なわち音楽そのものからのアプローチを，音楽
教育に位置づける意味を解明すること，またそ
の方法論を明らかにすることが，音楽教育にと
って喫緊の課題であろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究は①日本および諸外国の音楽の聴き
方や，〈音楽づくり〉の，学校教育・社会教育
における歴史的側面をふまえつつ，②国内外の
学校（および社会）教育における「鑑賞」と「音
楽づくり」の現状を調査し，これらの結果をふ
まえて，③さまざまな様式の音楽を理解するた
めに，音楽そのものを教える音楽教育の意味を
音楽学，美学，心理学，音楽教育学などの多角
的な視点から探りつつ，実践のための方法論を
構成することを目的とする。 

  
３．研究の方法 
 ①小学校・中学校における授業の実践とその
分析。 
 ②Creativity Conference（2014.06）におけ
る研究代表者，研究分担者，研究協力者の発表 
  ③ Institute of Creativity in Music 
Educationの研究大会（2014,2015夏）におけ
る研究代表者，分担者，協力者の講演会。 
  ④日本音楽教育学会における，研究代表者，
分担者，協力者による 3回のシンポジウム。 
 ⑤研究代表者と分担者は 2016 年９月に渡英
し，ロンドンの教育プログラムおよび学校教育
における Inside とOutside のあり方について
行った，6人の研究者へのインタビュー調査。 
 これらをもとに， International Journal of 
Creativity in Music Education vol.5の特集と
して”Inside or Outside?” が組まれ，ここに日
本音楽教育学会シンポジウムの登壇者の多く
が論文を寄せている。（日本音楽教育学会のシ
ンポジウムについては，研究代表者と分担者が
学会誌に短く内容を報告した）。 
 
  
４．研究成果 
 日本音楽教育学会大会では共同企画として
「Inside or Outside?」と題する4回のシンポ
ジウムを，研究代表者の坪能，分担者の今田，
水戸，駒が企画し，発表にも参画した。本研究
を立ち上げる前の第１回のシンポジウムで野
本由紀夫（音楽学，西洋音楽史，2013年，弘前
大会）は，音楽史上で「標題音楽」という概念
を打ち立てたリストが「標題音楽は物語音楽や
描写音楽などではない。標題は音楽の内容では
なく，音楽の経過，すなわち音楽構造を暗示す
るものであった」と述べ，「だから音楽が完成
した後に標題がつけられる。授業で『〜を表し
ている』と教えてはならない」と述べた。つま
り一般にOutsideから聴く音楽の代表とされる
標題音楽でさえ，実は Inside が重要であると
リスト自身が述べたことを明らかにしたので
ある。 
 これをうけて，今田匡彦は，中学校の生徒た
ちに「紙」を素材として音楽をつくるという課
題を出し，「音の質」を追求するグループと，「物
語」をもとにするグループに分けて音楽づくり
を行った。その結果，生徒たちは特定の「シニ
フィエ」に縛られた音楽情報，つまり Outside
からのアプローチになんの発展性もないこと
に気づいた，と述べている。つまりこの中学校
の授業実践で，Insideからのアプローチのより
音楽的な発展性を見出すことができたのであ
る。 
 第２回の 2014 年のシンポジウム「日本伝統
音楽における情景描写」（聖心女子大学）では，
よりOutsideとの関係が深いと考えられ，日常
的にOutsideからのアプローチが多く見られる
日本の伝統音楽における Inside と Outside の
関係について発表が行われた。澤田篤子（音楽
学，音楽教育学）は，「声の音楽が多く，視覚



表現を伴う場合が多い日本伝統音楽であるか
らこそ，逆に音楽によりさらに情景描写をする
という屋上屋を架すようなことは，そもそも不
要である」と述べ，「実践の手がかりとして，
言葉，場（空間），身体性，記譜，伝承方法，
すなわちOutsideをふまえた上で，音楽の仕組
みすなわち Inside を学ぶという方法」を，久
保田ら伝統音楽の研究者らが一冊の本として
出版したと紹介している。 
 配川美加（日本音楽）は，歌舞伎の情景描写
を伴う音楽や音は「①写実的効果音，②様式的
効果音，③様式化された三味線音楽の３種類に
分類できる」とし，そのうち①の雨，雷，鳥の
声などのような効果音は，音楽家ではなく，擬
音道具を用いた小道具方などが出し，実はまっ
たくの効果音は，様式された効果音あるいは三
味線音楽とは，別の人が別ものとして表してい
ることを，明確に示した。 
 2015 年のシンポジウム「架橋としての
Common-side」（宮崎大学）では坪能，今田，水
戸がInsideでもOutsideでもないCommon-side
の可能性を示した。これは造語であるが，子守
歌，舟歌，Interlocking，日本の音楽でいえば
「さらし」のようないくつかの音楽に共通する
要素を手がかりとして音楽を聴く，あるいはつ
くるという方法の提案である。 
 2016年のシンポジウム「音楽づくりの手がか
りを求めて」（横浜国立大学）では，対象を現
代音楽にしぼり，ピアニストでもあり現代日本
を代表する作曲家である武満徹をレパートリ
ーとし，また研究対象ともしている大竹紀子
（相模女子大学）が，多くの詩的なタイトルと
雰囲気を持ち，ともすれば情景描写的を手がか
りとしてとらえられがちな武満の作品につい
ても「武満の音楽は雰囲気だけではない。そこ
には分析に裏付けられた理由がある」とし，
「Insideという音そのものに入り込むこと」あ
るいは「選ばれた音の意味を知る」こと，それ
によって，選ばれた音をとりまく社会を知り，
それがOutsideにつながっていくのではないか，
と指摘した。 
 多くの現代音楽を小学校の授業で教材化し
てきた松下は，幅広い音楽的要素を用いる現代
音楽だからこそ，音楽を形づくっている要素の
全体像をつかむことができること，そしてそこ
で培われた能力が，音楽づくりや演奏に反映さ
れることを，実践を交えながら明確に示した。 
 作曲家である近藤譲は，Inside と Outside 
というとらえ方に対して，２つの問題点を挙げ
た。第１に，音楽における Inside とは何かと
は必ずしも，一義的でも明確でもなく，音楽と
は多くの要素が複合的にからみあった構造物
であることに着目した。第２は，Inside と
Outside とは音楽という概念において，必ずし
も明確に分けられるものではないという点で
ある。近藤はこれらを，現代音楽の多くの作曲
家を例に出しつつ，分析した。 
 研究代表者および分担者は，2016年 9月に渡
英し，さまざまな形でイギリスの音楽界や音楽
教育に大きな影響力を持っている Gillian 

Moore(サウス・バンク・センター芸術監督)，
Peter Wiegold(作曲家),Fraser Trainer(作曲
家，ワークショップ・リーダー)らに，彼らが
音楽活動の中で，Insideと Outsideにどのよう
にアプローチしているのかを中心にインタビ
ューを行った。そこでは，近藤と同じく，Inside
とOutsideの関係性について新たな観点から考
察すべきである点も指摘された。 
 イギリスでの調査研究については，研究代表
者の病気や，渡航の日程調整の不備から，実施
が研究最終年の秋にずれ込んだ。そのため，こ
のイギリスにおけるインタビューについては，
まとめられないままになっている。今後の課題
として考えていきたい。 
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